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年

十

一

月

十

一

日

（

日

）

第

四

一

七

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進
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松

市

憲
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を

守

る

会
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「

憲

法

第

九

条

と

日

本

国

民

に

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ノ

ー

ベ

ル

賞

を

！

」

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

ア

メ

リ

カ

の

大

学

名

誉

教

授

が

学

会

に

提

案

―

 

 

〇

去

る

十

一

月

八

日

、

オ

ハ

イ

オ

大

学

名

誉

教

授

チ

ャ

ー

ル

ズ

・

オ

ー

バ

ビ

ー

氏

が

、

米

国

の

平

和

歴

史

学

会

で

「

日

本

人

は

、

半

世

紀

以

上

に

わ

た

り

、

第

九

条

を

守

り

、

軍

事

力

に

よ

る

破

壊

と

殺

戮

に

参

加

し

な

か

っ

た

。
日

本

国

憲

法

こ

そ

、
世

界

人

類

の

鑑

(

カ

ガ

ミ

)

で

あ

る

。

憲

法

第

九

条

と

、

平

和

を

守

り

ぬ

い

た

日

本

国

民

に

ノ

ー

ベ

ル

賞

を

贈

ろ

う

」

と

提

案

し

ま

し

た

。

 

 

「

米

国

も

世

界

も

、

日

本

に

学

べ

！

」

と

講

演

し

た

の

で

す

。

 

 

〇

し

か

し

、
日

本

は

今

、
憲

法

第

九

条

を

な

い

が

し

ろ

に

し

、
「

テ

ロ

対

策

特

別

措

置

法

」
に

 

基

づ

い

て

、

戦

争

に

参

加

し

始

め

ま

し

た

。

世

界

の

識

者

が

、

日

本

の

憲

法

第

九

条

に

ノ

ー

 

ベ

ル

平

和

賞

を

提

案

し

た

矢

先

、

日

本

政

府

と

国

会

は

憲

法

違

反

の

法

律

を

作

り

、

軍

艦

や

自

衛

隊

を

送

り

出

し

た

の

で

す

。

何

と

い

う

ト

ン

チ

ン

カ

ン

な

内

閣

で

し

ょ

う

か

！

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〇

軍

備

が

世

界

に

あ

る

間

は

、

必

ず

戦

争

が

起

こ

り

ま

す

。

軍

備

が

世

界

か

ら

全

廃

さ

れ

た

と

き

に

、

真

の

平

和

を

作

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

ま

さ

に

、

日

本

の

憲

法

第

九

条

は

世

界

平

和

の

土

台

な

の

で

す

。

こ

れ

を

粗

末

に

す

る

と

き

、

日

本

も

世

界

も

滅

び

ま

す

。

 

 

〇

一

昨

年

は

、

オ

ラ

ン

ダ

の

ハ

ー

グ

で

七

〇

〇

を

超

え

る

Ｎ

Ｇ

Ｏ

が

参

加

し

た

大

規

模

な

世

界

会

議

で

「

各

国

の

議

会

は

、

日

本

国

憲

法

第

九

条

の

よ

う

な

、

政

府

が

戦

争

を

す

る

こ

と

を

禁

止

す

る

決

議

を

す

べ

き

で

あ

る

(

第

一

原

則

)

」

と

決

議

し

て

国

連

に

提

出

し

ま

し

た

。

 

 

〇

も

う

一

つ

、

昨

年

の

五

月

に

、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

国

連

本

部

で

開

催

さ

れ

た

「

ミ

レ

ニ

ア

ム

 

・

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

の

「

平

和

・

安

全

保

障

・

軍

縮

」

部

会

の

最

終

報

告

で

「

す

べ

て

の

国

が

 

憲

法

に

お

い

て

、

日

本

国

憲

法

第

九

条

に

表

現

さ

れ

て

い

る

戦

争

放

棄

原

則

を

採

択

す

る

こ

と

を

提

案

す

る

」

と

の

結

論

を

出

し

ま

し

た

。

 



 
〇

し

か

し

、

二

〇

〇

一

年

の

現

実

は

テ

ロ

と

報

復

と

い

う

最

悪

の

事

態

で

年

末

を

迎

え

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

日

本

政

府

と

国

会

は

遮

二

無

二

、

自

衛

隊

を

派

遣

す

る

こ

と

で

日

本

国

民

が

ノ

ー

ベ

ル

賞

を

受

賞

す

る

チ

ャ

ン

ス

を

逃

す

で

し

ょ

う

が

、

私

た

ち

は

、

一

日

も

早

い

平

和

の

回

復

を

願

い

、

飢

え

と

寒

さ

に

苦

し

む

難

民

の

方

々

に

、

暖

か

い

援

助

を

送

り

届

け

ま

し

ょ

う

。

 

◆

平

和

こ

そ

、

命

で

す

！
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